




























 2010 年に当研究室は，SLC17 ファミリーに属する NPT1 が腎臓における尿酸排泄トラ
ンスポーターであることを明らかにした。NPT1 は NPT4，NPT homologue，NPT3 とと
もに NPT サブファミリーを形成しているが，NPT homologue 及び NPT3 の発現と機能は
明らかにされていなかった。そこで，本研究において，NPT homologue 及び NPT3 の局在
と機能を解明し，尿酸輸送の新たな側面を拓くことを目指した。 
 発現部位は，RT-PCR 法，あるいは，リアルタイム PCR 法によって遺伝子レベルの発現
を解析した。ヒトとマウスの各トランスポーターのアミノ末端 30~50 アミノ酸残基を精製
し，家兎に注射して特異的な抗体を調製し，ウェスタンブロット法及び免疫組織化学法によ
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定した。NPT homologue 及び NPT3 は共に，膜電位及び塩素イオン依存的に，尿酸，パラ
アミノ馬尿酸，親水性 NSAIDs を輸送した。また，SLC17 ファミリーに保存されているナ
トリウム依存的リン酸輸送活性は，両者に保存されていた。 
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発展が期待できる。本研究は生理学領域の有力な専門誌である Am. J. Physiol.誌に二報
の論文として掲載された。審査では学位論文として二つの論文をまとめる上で重要な総括
や展望について議論が行われ，説明が不足している箇所についていくつかの指摘が審査員
より行われた。申請者はこれらに対して丁寧に対応し，本論文を修正した。以上の理由を
もって本学位論文を合とする。 
 
 
